
 
 

森 林 土 木 工 事 共 通 仕 様 書   新 旧 対 照 表 （H.18.10.12  一部改正 平成 18 年 11 月１日以降適用） 

改   正   後 現          行 
第１編 

 1-1-24 建設副産物 

１．「省略」 

２．工事で発生する建設副産物のうち、山形県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物については、産業廃 

棄物の処理に係る税（山形県産業廃棄物税）が課税されるので適正に処理しなければならない。 

（条項追加） 

３～９「条項移動、本文省略」 

 

 1-1-29 品質証明 

請負者は、設計図書で品質証明の対象工事と明示された場合には、次の各号によるものとし、その実

施にあたっては「山形県品質証明実施基準」によるものとする。 
 （１）～（５）「省略」 

 

 4-3-8 養生 

１．「省略」 
２．請負者は、コンクリートの露出面を養生マット、ぬらした布等で、これを覆うか、または散水、湛水

を行い、少なくとも次表に定める期間、常に湿潤状態を保たなければならない。 
コンクリートの養生期間 

日平均気温 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 混合セメントＢ種 早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 
15℃以上 ５日以上 ７日以上 ３日以上 
10℃以上 ７日以上 ９日以上 ４日以上 
５℃以上 ９日以上 １２日以上 ５日以上 

［注］寒中コンクリートの場合は、第１編 4-6-４寒中コンクリートの規定による。  
 
 4-5-2 鉄筋の加工 

１～２「省略」 
３．請負者は、鉄筋の曲げ形状の施工にあたり、設計図書に鉄筋の曲げ半径が示されていない場合は、土

木学会コンクリート標準示方書（構造性能照査編）第９章一般構造細目の規定によらなければならない。 
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1-1-24 建設副産物 

１．「省略」 

 

 

 

２～８「本文省略」 

 

1-1-29 品質証明   

請負者は、設計図書で品質証明の対象工事と明示された場合には、次の各号によるものとする。 
 （１）～（５）「省略」 

 
 
 4-3-8 養生 

１．「省略」 
２．請負者は、コンクリートの露出面を養生マット、ぬらした布等で、これを覆うか、または散水、湛水

を行い、少なくとも次表に定める期間、常に湿潤状態を保たなければならない。  
コンクリートの養生期間 

高炉セメントＢ種 普通ポルトランドセメント 早強ポルトランドセメント 
７日以上 ５日以上 ３日以上 

［注］寒中コンクリートの場合は、第１編 4-6-４寒中コンクリートの規定による。 
 
 
 
 4-5-2 鉄筋の加工 

１～２「省略」 
３．請負者は、鉄筋の曲げ形状の施工にあたり、設計図書に鉄筋の曲げ半径が示されていない場合は、土

木学会コンクリート標準示方書（設計編）第９章一般構造細目の規定によらなければならない。 
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5-3-3 桁製作工  

１．桁製作工については、下記の規定によるものとする。 

（１）～（１１）「省略」 

（１２）溶接の検査 

①「省略」 

②請負者は、現場溶接を行う全断面溶込み突合せ溶接継手のうち、主桁のフランジ及び腹板、鋼床版の

デッキプレートの溶接部については、次表に示す非破壊試験に従い行わなければならない。 

  また、その他の部材の全断面溶込み突合せ溶接継手において、許容応力度を工場溶接の同種の継手と

同じ値にすることを設計図書に明示された場合には、継手全長にわたって非破壊試験を行うものとする。

「以下、省略」 

 

 

 5-8-8 銘板工 

１．請負者は、橋暦板の作成については、材質は JIS H 2202（鋳物用銅合金地金）とし、寸法及び記載事

項は、次図によらなければならない。 
「以下、省略」 
 
 6-4-2 プレテンション桁購入工 

１．「省略」 
２．請負者は、以下の規定を満足した桁を用いなければならない。 
（１）「省略」 
（２）プレストレッシング時のコンクリート圧縮強度は、35N/mm2 以上であることを確認し、製作された

のものとする。なお、圧縮強度の確認は、構造物と同様な養生条件におかれた供試体を用いて行うもの

とする。 
（３）コンクリートの施工については、下記の規定により製作されたもの。 
①「省略」 
②蒸気養生を行う場合は、コンクリートの打込み後 2 時間以上経過してから加熱を始めて製作されたも

の。また、養生室の温度上昇は１時間当たり 15℃以下とし、養生中の温度は６５℃以下として製作され

たもの。 
「以下、省略」 

 

 6-8-8 銘板工 

１．請負者は、橋暦板の作成については、材質は JIS H 2202（鋳物用銅合金地金）とし、寸法及び記載事

項は、次図によらなければならない。 
「以下、省略」 

第 3 編 

5-3-3  桁製作工  

１．桁製作工については、下記の規定によるものとする。 

（１）～（１１）「省略」 

（１２）溶接の検査 

①「省略」 

②請負者は、現場溶接を行う全面溶込み突合せ溶接継手のうち、主桁のフランジ及び腹板、鋼床版のデ

ッキプレートの溶接部については、次表に示す非破壊試験に従い行わなければならない。 

  また、その他の部材の全断面溶込みグループ溶接継手において、許容応力度を工場溶接の同種の継手

と同じ値にすることを設計図書に明示された場合には、継手全長にわたって放射線透過試験を行うもの

とする。 

「以下、省略」 

 

5-8-8 銘板工   

１．請負者は、橋暦板の作成については、寸法及び記載事項は、次図によらなければならない。 
「以下、省略」 
 
 
 6-4-2 プレテンション桁購入工 

１．「省略」 
２．請負者は、以下の規定を満足した桁を用いなければならない。 
（１）「省略」 
（２）プレストレッシング時のコンクリート圧縮強度は、34.3N/mm2 以上であることを確認し、製作され

たのものとする。なお、圧縮強度の確認は、構造物と同様な養生条件におかれた供試体を用いて行うも

のとする。 
（３）コンクリートの施工については、下記の規定により製作されたもの。 
①「省略」 
②蒸気養生を行う場合は、コンクリートの打込み後３時間以上経過してから加熱を始めて製作されたも

の。また、養生室の温度上昇は１時間当たり１５度以下とし、養生中の温度は 65 度以下として製作され

たもの。 
「以下、省略」 

 
 6-8-8 銘板工   

１．請負者は、橋暦板の作成については、材質は JIS H 2202（鋳物用黄銅合金）を使用し、寸法及び記載

事項は、次図によらなければならない。 

「以下、省略」 
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2-11-１ 工名板   

１．工名板（井名板、堤名板）の材質は JIS H 2202（鋳物用銅合金地金）とし、形状、寸法は別図（工名

板及び記載例）のとおりとする。 

Ａ　型

      №１　谷止工

Ｃ　型

Ｄ　型

　平成　年度

      №１ 谷止工

 平成　年度  平成　年度

 なだれ防止林造成事業  地すべり防止事業

　柵工　６基 　集水井工　Ｈ：18.5ｍ

　Ｈ13　水路工

Ｌ：35.0ｍ

40cm

復 旧 治 山 事 業

Ｈ：7.5ｍ　Ｌ：32.5ｍ
ｍ：0.2　　ｎ：0.3

20cm
30cm

　平成　年度

復 旧 治 山 事 業

Ｈ：7.5ｍ　Ｌ：32.5ｍ

Ｂ　型

山形県森林課

15cm

10cm

ｍ：0.2　　ｎ：0.3

山形県森林課

30cm

山形県森林課

20cm

15cm

20cm

山形県森林課

 

工名板及び記載例 
 

2-11-１ 橋名板   

１．橋名板は厚さ１ｃｍでふちどりするものとし、材質は JIS H 2202（鋳物用銅合金地金）とする。 
２～３「省略」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１編 

2-11-１ 工名板   

１．工名板（井名板、堤名板）の形状、寸法、材質は、別図（工名板及び記載例）のとおりとする。 
 

Ａ　型

      №１　谷止工

      №１ 谷止工

Ｃ　型  平成　年度  平成　年度

 なだれ防止林造成事業  地すべり防止事業

　柵工　６基 　集水井工　Ｈ：18.5ｍ

Ｄ　型
　Ｈ13　水路工

Ｌ：35.0ｍ

40cm

　平成　年度

復 旧 治 山 事 業

Ｈ：7.5ｍ　Ｌ：32.5ｍ
ｍ：0.2　　ｎ：0.3

20cm
30cm

　平成　年度

復 旧 治 山 事 業

Ｈ：7.5ｍ　Ｌ：32.5ｍ

Ｂ　型

山形県森林課

15cm

10cm

ｍ：0.2　　ｎ：0.3

山形県森林課

30cm

山形県森林課

20cm

15cm

20cm

山形県森林課

 
工名板及び記載例 

 
2-11-2 橋名板   

１．橋名板は厚さ１ｃｍでふちどりするものとし、材質は青銅製とする。 
２～３「省略」 
 

厚 さ：１ｃｍ 

文字高（Ａ）：４．０ｍｍ 

板 厚（Ｂ）：６．０ｍｍ 

ふちどりあり 

厚 さ：１ｃｍ 

文字高（Ａ）：４．０ｍｍ 

板 厚（Ｂ）：６．０ｍｍ 

材 質：青銅製 

ふちどりあり 



　林道工事 出来形管理基準　新旧対照表（H.18.10.12　一部改正　平成18年11月１日以降適用）       単位：mm

工      種 測 定 項 目 規 格 値 測  定  基  準 測  定  箇  所 摘    要

（P.35～36）

主桁を全数測定する。

L：主桁の支間長(m)

鋼橋架設工
(クレーン架設)
(ケーブルクレーン架設)

各桁毎に全数測定する。
L：主桁の支間長(m)

通　　　り
±(10+L/5)
±(10+2L/5)

L：主桁の支間長(m)

桁の中心間距離
B(m)

全 長・支 間

主桁の橋端
における
出入差

δ（mm）

±10

どちらか一方の主桁端を測定する。

各主桁の両端部を測定する。
主桁の高さ(mm)

±5

各支点及び各支間中央付近を測定する。

主桁の鉛直度
δ（mm）

3+h/1,000

現場継手部の
すき間

δ1、δ2（mm）

主桁の全継手数の１/２を測定する。

±(20+L/5)

±4……
B≦2

±(3+B/2)……
B＞2

そ　　　り ±(25+L/2)




